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有田川町吉備赤十字奉仕団様から
衛生用品を寄贈賜りました

有田川町吉備赤十字奉仕団様（写真左から森 理
津子さん、林 敬子副委員長、三木 明美委員長）か
ら、ハンドソープやマスクなどの衛生用品を寄贈
賜りました。

これらは感染症対策として町内の保育所へ配布
させていただきます。

誠にありがとうございました。

祝 100 歳
おめでとうございます

自衛官募集相談員委嘱
自衛官募集相談員委嘱が 4 月 1 日付けで行われ

ました。
委嘱を受けたのは、戸上恭人さん（写真左から

2 番目）、花田正幸さん（写真右から 2 番目）、山
中隆男さん（写真中央）です。

亀井 春代さん（久野原）

有田ライオンズクラブ様から
組立式トイレを寄贈賜りました

5 月 12 日（木）に有田ライオンズクラブ様から
「避難所機能の強化および向上に役立てていただき
たい」と 3 基の組立式トイレを寄贈賜りました。

誠にありがとうございました。

写真 ( 左から ) ＝坂頭副町長、有田ライオンズクラブ 会
長  中西 聡さん、中山町長、有田ライオンズクラブ 有本 
典史さん、有田ライオンズクラブ 長谷 晋作さん、有田
ライオンズクラブ 佐々木 邦明さん
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有田川町の給与・定員管理の状況
１ 総括

人件費
29億5,200万円
(14.5％)

（参考）
平成31年度の
人件費率
18.2％

人件費以外
174億200万円
(85.5％)

令和2年度
（2020年）
歳出額

203億5,400万円

（1） 歳出額における人件費の状況（普通会計決算）

給料
11億3,998万9,000円
(63.7％)

期末･勤勉手当
4億5,590万7,000円
(25.5％)

令和2年度
（2020年）

合計
17億9,071万1,000円

職員手当
1億9,481万5,000円
(10.8％)

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況
(1) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

（令和 3 年（2021 年）4 月 1 日現在）

区　　分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

有田川町 42.3 歳 31万6,200 円 37万 459 円 33万8,059 円
和歌山県 43.2 歳 32万4,048 円 41万4,707 円 36万3,010 円

国 43.0 歳 32万5,827 円 ― 円 40万7,153 円
（注１）「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
（注２）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、

時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
（注３）「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には時

間外勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公
務員と同じベースで再計算したものです。

（2） 職員の初任給の状況（令和 3 年（2021 年）4 月 1 日現在）
区　　分 有田川町 和歌山県 国

一般行政職
大学卒 18万2,200 円 大学卒 18万8,700 円 総　合

一　般
18万6,700 円

短大卒 16万3,100 円 18万2,200 円
高校卒 15万   600 円 15万4,900 円 15万600 円

技能労務職
大学卒 18万2,200 円 － －
短大卒 16万3,100 円 － －
高校卒 15万   600 円 15万2,700 円 －

福祉職
および 
消防職

大学卒 18万2,200 円 － －
短大卒 16万3,100 円 － －
高校卒 15万   600 円 － －

区　分 経験年数 10 年以上 15 年未満 経験年数 15 年以上 20 年未満 経験年数 20 年以上 25 年未満
大　卒 27万8,900円 31万7,600円 34万2,900円
短大卒 　　―  　円 31万4,300円 32万8,400円
高　卒 25万4,600円 28万   200円 31万6,900円

（注）一般行政職、技能労務職、福祉職、消防職いずれも同じ給料表を使用しています。

（3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 3 年（2021 年）4 月 1 日現在）

３ 職員の手当の状況
（2) 退職手当（令和 3 年（2021 年）4 月 1 日現在）

支給率 自己都合　 早期退職・定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置　2 ～ 45％
退職時特別昇給 なし

(1) 期末手当・勤勉手当（令和 3 年（2021 年）4 月 1 日現在）

支
給
割
合

区　　  分 6月期 12月期 計
期末手当 1.275月分 1.275月分 2.55月分
勤勉手当 0.95月分 0.95月分 1.9月分

計 2.25月分 2.2月分 4.45月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5~10%

（注）職員手当としては、その他に、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などがあります。

４ 特別職の報酬等の状況（令和３年（2021 年）４月１日現在）

給料月額
町　長 70万円
副町長 58万円
教育長 54万円

議　　員
報酬月額

議　長 30万円
副議長 25万円
議　員 23万円

期末手当

町　長 　　　　　　　　　　 役職加算
2.55 月分×給料月額× 135％副町長

教育長
議　長 　　　　　　　　　　 役職加算

2.55 月分×給料月額× 110％副議長
議　員

退職手当

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
町　長 70万円 × 在職月数 × 0.433 1,454万8,800 円 任期満了時（通算可）

副町長 58万円 × 在職月数 × 0.258 718万2,720 円 任期満了時（通算可）

教育長 54万円 × 在職月数 × 0.208 539万1,360 円 任期満了時（通算可）

（注）退職手当の「1 期の手当額」は 4 月 1 日現在の給料月額および支給率に基づき、1 期（4 年＝ 48 月）
勤めた場合における退職手当の見込額です。

５ 部門別職員数の状況
区分 職　員　数 対前年

増減数令和 2 年 令和 3 年

一般行政
部　　門

議 　 会 3 2 ▲ 1
総 　 務 45 45 0
税 　 務 14 13 ▲ 1
農林水産 29 28 ▲ 1
商 　 工 9 9 0
土 　 木 11 12 1
民 　 生 84 85 1
衛 　 生 16 16 0
小 　 計 211 210 ▲ 1

特別行政
部　　門

教 　 育 40 36 ▲ 4
消 　 防 67 67 0
小 　 計 107 103 ▲ 4

普通会計計 318 313 ▲ 5

公営企業等
会 計 部 門

水 　 道 11 10 ▲ 1
下 水 道 9 9 0
そ の 他 24 24 0
小 　 計 44 43 ▲ 1

合　　　計 362 356 ▲ 6
（各年 4 月 1 日現在、単位：人） （※）　▲：減
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警戒レベルと皆さまがとるべき行動
警戒レベル 皆さまがとるべき行動 皆さまに行動を促す情報 情報発信元

警戒レベル

５
命の危機　直ちに安全確保！
・既に災害が発生している状況であり、

命を守るための最善の行動をとる。
・屋外避難がかえって危険の場合は、頑

丈な建物の２階以上へ垂直避難を行う。

緊急安全確保
※災害が実際に発生しているまたは切

迫しており、すでに安全な避難がで
きず命が危険な状況

※必ず発令される情報ではありません

有田川町

警戒レベル

４
危険な場所から全員避難
・安全な避難場所などへ立ち退き避難を

基本とする避難行動をとる。
・屋外への避難がかえって命の危険を及ぼ

しかねないと自ら判断した場合は、頑丈
な建物の２階以上へ垂直避難を行う。

避難指示
※避難指示発令で全員が避難行動をと

ること 有田川町

警戒レベル

３
危険な場所から高齢者等は避難
・高齢者や体が不自由な方などは、立ち

退き避難を行う。
・その他の人は避難準備を始め、危険を

感じたら避難行動をとる。

高齢者等避難 有田川町

警戒レベル２ 避難に備え自らの避難行動を確認する 注意報 気象庁

警戒レベル１ 災害への心構えを高める 早期注意報 気象庁

災害リスク
高

問
総
務
課（
吉
備
庁
舎
）

豪
雨
に
備
え
て
確
認
！

「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」

「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」
と
は

内
閣
府
が
定
め
た
「
避
難
行
動
判
定
フ

ロ
ー
」
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て

確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
居
住
す
る
地
域

の
災
害
リ
ス
ク
や
住
宅
の
条
件
な
ど
を
考

慮
し
た
う
え
で
、
災
害
時
に
と
る
べ
き
避

難
行
動
や
適
切
な
避
難
先
を
判
断
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
行
動
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

内
閣
府
が
開
設
し
て
い
る
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
内
閣
府
防
災
」
か
ら

も
確
認
で
き
ま
す
。

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
確
認

早
期
避
難
な
ど
命
を
守
る
最
善
の
行
動

を
と
る
よ
う
促
す
こ
と
を
目
的
に
「
警
戒

レ
ベ
ル
」
を
用
い
た
防
災
情
報
の
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
災
害
発
生
の
恐

れ
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、
5
段
階
の
レ
ベ

ル
で
危
険
度
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
も

の
で
す
。

左
ペ
ー
ジ
で「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」

を
確
認
し
、
早
め
に
避
難
行
動
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
有
田
川
町
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
へ

冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
あ
り
だ
が
わ
防
災
・

行
政
ナ
ビ
」
で
、
デ
ー
タ
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
あ
り
だ
が

わ
4
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

LINE公式アカウント
「内閣府防災」

QRコード
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～ 佐々木 稔　さん（90 歳）

「538 段 石段上ってきたよ ‼」
きび東グラウンドで行われたグラウンドゴルフの

大会で、若い人顔負けのナイスショットを決めるの
は、佐々木稔さん。昨年は一時期体調を崩し、運動
ができない時期もありましたが、持ち前の気力で見
事に復活！家で手にするのは、つえからグラウンド
ゴルフのクラブに変わりました。毎日家の廊下で、
ボールをまっすぐ打つ練習をしているそうです。

佐々木さんは、植野区のいきいき百歳体操グルー
プ「千歳会」の代表でもあります。「若い人たちが、『続
けて代表をやって欲しいよ』って言ってくれるんで
ね」と、4 月から再開した毎週の体操を続けています。
このように毎日運動を欠かさない佐々木さん、なん
と「この前、神倉神社（新宮市）の 538 段の石段を
上ってきたよ。しんどかったけどね」と笑顔で話し
てくれました。

認知症キャラバン・メイトは、認知症について
正しく理解していただけるよう「認知症サポーター
養成講座」の講師をしたり、自主的に啓発活動を
行っています。

4月1日（金）に、JA新人職員9人が「認知症サポー
ター養成講座」を受講してくれました。

受講者は、認知症の人やその家族を温かく見守
り、支援する応援者として自分のできる範囲で活
動してくれています。「認知症サポーター養成講座」
は、お住まいの地域や職場でも開催できますので、
受講を希望される場合は地域包括支援センターま
で、ご連絡お待ちしています。

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―

認知症キャラバン・メイト連絡会の皆さま
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病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日 19 時～翌朝 9 時、土日祝 9 時～翌朝 9 時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

6
月
5
日
（
日
）
～
11
日
（
土
）
は
「
危

険
物
安
全
週
間
」
で
す
。
身
の
回
り
の
危

険
物
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
お
よ
び

各
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確

立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
と
は
「
火
災
が
発
生
す
る
危
険

性
が
大
き
い
も
の
」「
火
災
が
拡
大
す
る

危
険
性
が
大
き
い
も
の
」「
消
火
の
困
難

性
が
高
い
も
の
」
を
い
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
、
塗
料
な
ど
は
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
誤
っ
た
取
り
扱
い
を
し
て

し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
取
り
扱
う

際
も
、
身
の
回
り
に
あ
る
危
険
物
の
性
質

や
取
り
扱
い
方
法
を
十
分
理
解
し
、
事
故

を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
対
す
る
日
頃
の
備
え

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
近
年
、
和
歌
山
県
で
も
多
く
の
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
、
被
災

し
て
か
ら
最
低
3
日
分
の
食
料
や
飲

料
、
救
急
セ
ッ
ト
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐

中
電
灯
な
ど
避
難
生
活
に
必
要
な
も
の

を
入
れ
て
お
く
。

※
既
に
準
備
し
て
い
る
方
は
、
賞
味
期
限

切
れ
や
点
灯
不
良
な
ど
が
な
い
か
、
定

期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
を
し
て
お

く
。

・
避
難
場
所
や

避
難
経
路
な

ど
を
確
認
し

て
お
く
。

6
月
の
第
2
週
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」で
す

熱
中
症
の
予
防
対
策
を

正
し
く
理
解
し
快
適
な
夏
を
！

熱
中
症
は
気
温
が
高
い
な
ど
の
環
境
下

で
、体
温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
起

こ
り
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
意
識
障
害
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

 

予
防
方
法

・
喉
が
渇
く
前
か
ら
、
こ
ま
め
に
経
口
補

水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水

分
補
給
す
る
。

・
屋
内
で
は
部
屋
の
温
度
や
湿
度
を
測

り
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
、
遮
光
カ
ー

テ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
。

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
が
確
保
で
き

る
場
合
は
マ
ス
ク
を
外
す
。

※
気
温
・
湿
度
の
高
い
中
で
マ
ス
ク
を
す

る
と
熱
中
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

 
応
急
手
当

快
適
で
楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た
め
に
、

適
切
な
熱
中
症
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
涼
し
い
場
所
や
日
陰
の
あ
る
場
所
へ
移

動
し
、衣
服
を
緩
め
、安
静
に
寝
か
せ
る
。

・
首
の
ま
わ
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
つ
け

ね
な
ど
、
太
い
血
管
の
部
分
を
冷
や
す
。

火
災　
…　
7
件

救
急　
…　
4
5
7
件

救
助　
…　
6
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

4
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

消
防
だ
よ
り
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入
っ
て
し
ま
う
「
誤ご
え
ん嚥
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
誤
嚥
は
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
次
の
症
状

は
、
食
べ
る
力
が
低
下
し
て
い
る
サ
イ
ン

で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
し
ら
な
い
間
に
よ
だ
れ
が
出
る

・
う
が
い
が
う
ま
く
で
き
な
い

・
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
よ
く
む
せ
る

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

・
口
か
ら
食
べ
物
が
よ
く
こ
ぼ
れ
る

症
状
に
当
て
は
ま
る
人
に
は
、「
パ
タ

カ
ラ
体
操
」
が
お
す
す
め
で
す
。

 

い
た
だ
き
ま
す 

人
生
1
0
0
年 

歯
と
共
に

こ
れ
は
令
和
4
年
度（
2
0
2
2
年
度
）

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
で
す
。
歯
が
健
康
で
し
っ
か
り
嚙か

め

る
こ
と
は
食
生
活
を
豊
か
に
し
、
老
化
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
歯

磨
き
や
定
期
的
な
歯
科
検
診
で
お
口
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

歯
の
役
割

歯
は
食
べ
物
を
嚙
み
砕
き
、
栄
養
の
吸

収
を
助
け
る
と
と
も
に
、
胃
腸
へ
の
負
担

を
和
ら
げ
て
い
ま
す
。
歯
で
嚙
む
こ
と
で

脳
が
活
性
化
さ
れ
、
認
知
力
の
向
上
や
記

憶
力
の
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

発
音
を
助
け
た
り
、
歯
ご
た
え
を
楽
し
み

味
覚
を
豊
か
に
保
つ
役
割
も
あ
り
ま
す
。

 

嚙
む
力・飲
み
込
む
力
を
チ
ェ
ッ
ク

食
べ
る
力
の
低
下
は
、
食
べ
た
り
飲
ん

だ
り
し
た
と
き
に
食
道
で
は
な
く
気
管
に

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
年
齢
の
方
は
、
歯
周
疾
患
検
診
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者
／
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2

年
度
）
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
対
象
年
齢
の
誕

生
日
を
迎
え
た
月
の
翌
月
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。

●
自
己
負
担
額
／
無
料

※
検
診
以
外
の
治
療
や
投
薬
に
必
要
な
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
実
施
場
所
／
和
歌
山
県
歯
科
医
師
会
に

加
盟
し
て
い
る
歯
科
医
院

※
詳
し
く
は
歯
科
医
院
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

乳児のおもちゃの選び方
～月齢に合ったおもちゃを選んでみませんか～

●日時／6月13日（月）10:00～11:00
●場所／子育て支援センター
●対象／1歳くらいまでの赤ちゃんとママ
●定員／10組程度
●参加費／無料
●申込／6月3日（金）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（6 月 3 日・10 日・17 日・24 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

パタカラ体操
食べ物を口に入れてから喉に送り込む

までの口の動きをする発声練習です。口・
舌を鍛えることで「食べる」「飲み込む」
機能を向上させます。

唇をしっかりと閉じて、破裂させるよ
うに発音する。

　　　 ＝飲む力・吸う力を強くする。

舌先を上あごに押し付けて発音する。
＝嚙む力を強くする。

喉の奥に力を入れて、舌の奥を喉に押
し付けるように発音する。

　　　＝飲み込む力を鍛える。

舌をまるめ、舌先を上の前歯の裏につ
けて発音する。

　　　＝食べ物を喉に送り込む動作を助ける。

※できるだけ食前に
　行いましょう。

パ

ラ

カ

タ

6
月
4
日
～
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

6 月 5 日（日）
8:00 ～ 9:00　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮
6 月 10 日（金）

8:00 ～ 8:30　久野原消防詰所
特定・胃・大腸・胸部・乳房

9:30 ～ 10:00　安諦地区基幹集落センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房

6 月 14 日（火）
8:00 ～ 8:30　大谷公民館

特定・胃・大腸・胸部・乳房
9:30 ～ 10:00　水尻公民館

特定・胃・大腸・胸部・乳房
6 月 19 日（日）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房

6 月 27 日（月）
8:00 ～ 9:00　石垣公民館

特定・胃・大腸・胸部・乳房
6 月 29 日（水）

8:00 ～ 8:30　下湯川ふるさと村
特定・胃・大腸・胸部・乳房

9:30 ～ 10:00　三田活性化センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

6 月 2 日（木）、7 月 7 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

6 月 1 日（水）
骨密度測定・お口の健康 UP ↑
7 月 6 日（水）
検診結果の振り返り
■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

6 月 2 日（木）金屋文化保健センター
6 月 6 日（月）清水保健センター
6 月 16 日（木）金屋文化保健センター
7 月 4 日（月）清水保健センター
7 月 7 日（木）金屋文化保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）2 月生まれ］
　6 月 28 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）7 月生まれ］
　6 月 7 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）10 月生まれ］
　6 月 15 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）3 月生まれ］
　6 月 22 日（水）12:45 ～ 13:00
3歳6カ月児健診［平成30年（2018年）11月生まれ］
　6 月 8 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）4 月）

加入者数 7,350 人

支払額 1 億 9,145 万円

1 人当たりの医療費
2 万 6,047 円

（前年同月 2 万 5,953 円）

令和 2 年度（2020 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 4 年（2022 年）3 月／約 316 トン
前月から約 60 トンの増加

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは
環境センターで処理されており、その運営費の一部を分
担金として支払っています。分担金はごみ搬入量と人口
に基づいて計算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減
量によって環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しま
しょう。

川
を
大
切
に

毎
年
、
夏
前
に
な
る
と
「
魚
が
死
ん
で

浮
い
て
い
る
」な
ど
の
通
報
を
受
け
ま
す
。

夏
場
の
猛
暑
で
水
温
が
高
く
な
り
、
酸
欠

が
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
は
農
薬
散
布
の
方
法
や
残
農
薬

を
そ
の
ま
ま
川
に
流
し
て
し
ま
う
な
ど
の

不
適
切
な
廃
棄
処
分
に
よ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
以
外
に
も
、
事

業
所
（
工
場
や
飲
食
店
）
か
ら
の
廃
油
な

ど
が
流
出
す
る
事
故
も
数
件
あ
り
ま
す
。

魚
が
死
ぬ
と
付
近
一
帯
に
異
臭
を
放
ち

大
変
迷
惑
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
生
態
系

を
崩
す
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
川
へ

の
残
農
薬
な
ど
の
放
流
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

犬
猫
去
勢
等
補
助
制
度

犬
や
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、

適
正
な
飼
育
管
理
を
目
的
と
し
て
、
飼
い

犬
ま
た
は
飼
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
金
交
付
申
請

書
を
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
た
は

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
の
受
け
付
け
は
予
算
額
に

令
和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
の

有
田
川
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所
の
発
電

実
績
を
報
告
し
ま
す
。

●
年
間
発
電
量
／
約
1
1
9
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時

●
二
酸
化
炭
素
削
減
量
／
約
3
8
2
ト
ン

（
原
油
換
算
で
約
2
7
9
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）

●
売
電
額
／
約
4
0
6
0
万
円

二
川
ダ
ム
で
は
、
下
流
域
の
環
境
維
持

の
た
め
毎
秒
約
7
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
放

流
が
常
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
有
田
川
町

営
二
川
小
水
力
発
電
所
は
、
こ
の
環
境
維

持
放
流
水
の
水
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

発
電
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
電
所
の
収
益

は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
環
境
に
も
町
財
政
に
も
エ
コ

な
発
電
所
で
す
。

令
和
3
年
度（
２
０
２
1
年
度
）

町
営
二
川
小
水
力
発
電
所 
発
電
実
績

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
町
内
で

犬
ま
た
は
猫
を
飼
う
者

●
補
助
金

・
犬
の
去
勢
／
6
0
0
0
円

・
犬
の
避
妊
／
8
0
0
0
円

・
猫
の
去
勢
／
4
0
0
0
円

・
猫
の
避
妊
／
6
0
0
0
円

※
1
年
度
に
つ
き
１
世
帯
当
た
り
2
匹
ま

で
で
す
。

町営二川小水力発電所の概要

　●水車の形式　横軸フランシス水車

　●使用水量　　0.70㎥ /s

　●有効落差　　約 35m

　●発電所出力　最大 200kW

　●総事業費　　2 億 8,623 万 1,000 円

　●完成　　　　平成28年（2016年）2月
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問こども教育課（金屋庁舎）
小学校入学式

町内の小学校で、４月８日 ( 金 ) と４月１１日 ( 月 ) に入学式が執り行われました。
新入生は少し緊張しながらも、名前を呼ばれると大きな声で返事をしていました。入学式の後は教室に入っ

て、担任の先生からのお話をうなずきながらしっかり聞いていました。

田殿小学校

小川小学校

石垣小学校
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6 月の原画展
モンゴル出身の作家
バーサンスレン・ボロルマー原画展

「空とぶ馬と七人のきょうだい」
期間／ 6 月 4 日（土）～ 7 月 1 日（金）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 6 月 14 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
①日程／ 6 月 12 日（日）・19 日（日）・26 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 6 月 11 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

②日程／ 6 月 25 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

今月のイベント

■一般書
さよならに反する現象　………………… 乙一／著
脱北航路　…………………………… 月村了衛／著
スタッフロール　…………………… 深緑野分／著
不屈の達磨　…………………………… 安生正／著
二重らせんのスイッチ　…………… 辻堂ゆめ／著
チョウセンアサガオの咲く夏　…… 柚月裕子／著

■児童書
おとうさんのぼり
………… 　くすのきしげのり／作　北村裕花／絵
スサノオとオオナムチ　……… 飯野和好／文・絵
トントンとリッキのかいぞくせん
………… 　やえがしなおこ／作　松成真理子／絵

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

今月の移動図書館
詳細は ALEC までお問い合わせください。

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホー
ムページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせ
ください。

全館臨時休館日／ 6 月 9 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

みんなで馬を描いて
モンゴルのすごろくシャガイで遊ぼう！

日時／ 6 月 4 日（土）14:00 ～
　　　 6 月 5 日（日）10:00 ～
場所／ポッポ絵本館
対象／ 5 歳～小学 6 年生　定員／ 10 人
申込／受け付け中
※定員に達した場合は受け付けを終了します。
申込場所／ ALEC、ちいさな駅美術館
　　　　　金屋図書館、しみず図書室

イベント
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平
素
よ
り
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
人
権
機
関
有
田

川
」
の
委
員
と
な
り
3
年
目
、
ま
だ
ま
だ

経
験
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
「
一
人

一
人
の
人
権
を
大
切
に
し
よ
う
」「
子
ど

も
の
人
権
を
守
ろ
う
」
な
ど
「
人
権
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま

す
。私

自
身
、
知
識
と
し
て
は
「
人
権
尊
重

の
大
切
さ
」
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も

「
人
権
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
人
権

機
関
有
田
川
」
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
「
人
権

と
は
？
」
と
聞
か
れ
て
も
ど
う
答
え
れ
ば

い
い
の
か
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
…
と

い
う
の
が
正
直
な
思
い
で
す
。

昨
年
と
一
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

新
会
長
あ
い
さ
つ

ス
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
、
思
う
よ
う
に

過
ご
せ
な
か
っ
た
日
々
の
中
で
人
権
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け

る
戦
争
で
も
、
見
る
に
堪
え
な
い
聞
く
に

堪
え
な
い
、
し
か
し
目
や
耳
を
背
け
て
は

い
け
な
い
問
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
全
国
で
、
世
界
中
で
、
今
こ
の
瞬

間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
も

し
か
し
た
ら
気
づ
か
な
い
だ
け
で
身
近
な

と
こ
ろ
で
も
…
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
人
権
機
関
有
田
川
」
で
は
、
講
演
会

や
映
画
会
な
ど
活
動
の
機
会
を
通
し
て
、

人
権
に
関
す
る
問
題
に
触
れ
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
人
権
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

計
画
通
り
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
活
動
が
町
民
皆
さ
ま
の

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な

が
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の
活
動
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
会
長　

中
西 

敏
代

6
月
23
日(

木)

〜
29
日(

水)

男
女
共
同
参
画
週
間

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府
や
地

方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
国
民
一
人
一

人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 6 月 16 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館 青年集会室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

令
和
4
年
度
（
２
０
２
2
年
度
）

  

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
く
、

「
あ
た
ら
し
い
」
社
会
へ

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827

413 広報ありだがわ　2022.6



まちのデータ
（令和 4年（2022 年）4月末日現在）

人口 2万 5,766 人
男 1万 2,212 人
女 1万 3,554 人

1 万 671 世帯

交通事故発生件数
（4月中、物損含む）

有田川町 46 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

6
月
の
行
政
相
談

●
6
月
8
日
（
水
）

・
二
川
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
～

16
時

●
6
月
15
日
（
水
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー　

14
時

～
16
時
30
分

問

清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

移
動
県
民
相
談

●
日
時
／
6
月
14
日
（
火
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

2
3
5
5
‐
1
）

●
内
容
／
弁
護
士
と
県
民
相
談
員
に
よ
る

法
律
相
談
、
行
政
相
談
、
そ
の
他
一
般

相
談

●
予
約
受
け
付
け

・
受
付
期
間
／
5
月
31
日
（
火
）
～

・
予
約
方
法
／
有
田
振
興
局
総
務
県
民
課

（
☎
６
４
‐
1
2
5
7
）
へ
電
話
予
約

・
定
員
／
9
人
（
先
着
順
）

問

和
歌
山
県
県
民
生
活
課
県
民
相
談
室　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
3
5
6

｝

農 

業

◆
◆
◆

次
世
代
を
担
う
農
業
者
支
援

～
親
元
就
農
を
支
援
し
ま
す
～

有
田
川
町
農
業
経
営
継
承
者
支
援
事
業

農
業
に
お
け
る
次
世
代
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
を
強
く
志
す
農
業
者
を
確

保
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農
業

経
営
を
継
承
す
る
た
め
就
農
し
た
直
後
の

新
た
な
就
農
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
有
田
川
町
農
業
経
営
継
承
者
支
援
事
業

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
次
の
①
～
⑥
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方

①
就
農
者
の
申
請
日
に
お
け
る
年
齢
が
18
歳

以
上
30
歳
未
満
で
あ
り
、
1
年
以
内
に
農

業
経
営
を
継
承
す
る
た
め
就
農
し
た
方
。

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
町
内
に
お

い
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
10
年
以
上
継
続
し
て
行
い
、
ま
た
地
域

農
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

つ
い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
方
。

③
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者

で
、
町
が
そ
の
認
定
を
し
た
者
で
あ
る

こ
と
。
も
し
く
は
、
認
定
農
業
者
の
子

ま
た
は
孫
（
※
1
）
で
あ
り
、
か
つ
青

年
等
就
農
計
画
と
同
等
の
書
類
を
作
成

し
町
に
提
出
し
た
者
（
※
2
）。

　

な
お
、
一
戸
一
法
人
（
原
則
と
し
て
世

帯
員
の
み
で
構
成
さ
れ
る
法
人
）
以
外

の
農
業
法
人
を
継
承
す
る
場
合
は
交
付

の
対
象
外
。

※
1 

当
該
認
定
農
業
者
が
法
人
で
あ
る

場
合
は
、
構
成
員
の
う
ち
農
業
に
従
事

す
る
者
の
子
ま
た
は
孫
を
含
む
。

※
2 

子
等
に
代
わ
っ
て
そ
の
配
偶
者
が

農
業
に
従
事
す
る
と
き
は
、
当
該
配
偶

者
を
子
等
と
み
な
す
。

④
年
間
1
5
0
日
以
上
か
つ
、
年
間

1
2
0
0
時
間
以
上
の
農
業
従
事
を

行
う
方
。

⑤
国
・
県
な
ど
が
実
施
す
る
同
様
の
事
業

に
よ
る
補
助
金
、
交
付
金
そ
の
他
の
給

付
金
な
ど
を
受
け
な
い
方
。

⑥
町
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯

●
助
成
額
／
1
人
当
た
り
年
間
50
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。
交
付
期
間
は
2
年
を

限
度
と
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
金
）
～

7
月
29
日
（
金
）

●
受
け
付
け
方
法
／
産
業
課
窓
口
ま
で
申

請
書
を
提
出

※
後
日
、
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
、
申
請
書
様
式
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
問

産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料
です。

お知らせお知らせ
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子
育
て

◆
◆
◆

児
童
手
当
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

法
改
正
に
よ
り
令
和
4
年
（
2
0
2
2

年
）
6
月
（
10
月
支
給
分
）
か
ら
制
度
が

変
わ
り
ま
す
。

●
特
例
給
付
の
支
給
に
係
る
所
得
上
限
限

度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

所
得
額
に
よ
り
特
例
給
付
の
支
給
が
さ

れ
な
い
方
が
発
生
し
ま
す
。

以
前
の
届
出
か
ら
加
入
年
金
が
変
更
に

な
っ
た
方

・
再
婚
し
た
方

・
離
婚
し
た
方

・
離
婚
や
婚
姻
に
よ
り
振
込
先
の
名
義
を

変
更
し
た
方

※
公
務
員（
独
立
行
政
法
人
な
ど
は
除
く
）

の
方
は
勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。変
更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

勤
務
先
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
が
あ
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
6
月
22
日
（
水
）
14
時
～
15
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 
3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◦
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
が
上

の
表
の

・
①
未
満
の
場
合
／
児
童
手
当
を
支
給

・
①
以
上
②
未
満
の
場
合
／
特
例
給
付
を

支
給

・
②
以
上
の
場
合
／
支
給
な
し

※
②
を
超
え
て
児
童
手
当
の
支
給
が
さ
れ

な
く
な
っ
た
後
に
、
所
得
の
更
正
や
新

年
度
所
得
に
よ
り
②
の
額
を
下
回
っ
た

場
合
は
、
改
め
て
新
規
認
定
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

●
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま

す
。

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
の
み
、
提

出
が
必
要
で
す
。

・
離
婚
協
議
中
な
ど
の
理
由
で
配
偶
者
と

別
居
し
て
い
る
方

・
法
人
の
未
成
年
後
見
人
や
施
設
等
が
受

給
者
の
方

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
避
難

し
て
い
る
方

・
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い
方

●
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
は
変
更
届

な
ど
の
届
出
が
必
要
で
す
。

・
配
偶
者
や
児
童
の
住
民
票
が
別
市
町
村

に
あ
る
方

・
離
婚
協
議
中
な
ど
の
理
由
で
配
偶
者
と

別
居
し
、
同
居
優
先
の
申
立
書
に
よ
り

手
当
の
認
定
を
受
け
た
方

・
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門　

☎
６
３
‐
5
4
0
6（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
当
日
に
、
登
録
申
請
手
続
き
を
希
望
す

る
個
人
事
業
者
の
方
は
「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
6

国
税
職
員
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
20
日
（
月
）
～

6
月
29
日
（
水
）

●
申
し
込
み
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。(http://w

w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l)

※
受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(https://w
w
w
.nta.go.jp)

の
採
用
情

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）　

☎
０
６
‐
6
9
4
1
‐
5
3
3
1
・

湯
浅
税
務
署
総
務
課　

☎
６
３
‐

5
3
5
1
（
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

所得制限限度額
① ②

扶養親族
などの数

所得制限
限度額 収入額の目安 所得上限

限度額 収入額の目安

0 人 622 万円 833 万 3,000 円 858 万円 1,071 万円

1 人 660 万円 875 万 6,000 円 896 万円 1,124 万円

2 人 698 万円 917 万 8,000 円 934 万円 1,162 万円

3 人 736 万円 960 万円 972 万円 1,200 万円

4 人 774 万円 1,002 万円 1,010 万円 1,238 万円

5 人 812 万円 1,040 万円 1,048 万円 1,276 万円

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
26
日
（
日
）
ま
で

・
試
験
日
／
7
月
6
日（
水
）～
9
日（
土
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
25
日
（
土
）　

※
飛
行
要
員
除
く

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
25
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊 

医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
免

許
の
取
得
者

・
受
付
期
間
／
6
月
10
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
24
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
13
日
（
月
）
～

6
月
24
日
（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

●
申
込
受
付
場
所
／
清
水
行
政
局
建
設
環

境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

・
下
の
表
に
記
載
の
月
額
家
賃
は
令
和
４

年
度（
2
0
2
2
年
度
）の
家
賃
で
す
。

問

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

清水 清水 816 番地 1 1 戸 1 万 6,600 円～ 3 万 2,700 円 平成 6 年（1994 年）建築、木造 2 階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

小原 清水 676 番地 9 1 戸 1 万 5,500 円～ 3 万 600 円 平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

小原 清水 676 番地 10 1 戸 1 万 5,500 円～ 3 万 600 円 平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

板尾 板尾 497 番地 1 2 戸 9,300 円～ 1 万 8,300 円 昭和 60 年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

押手 押手 274 番地 1 1 戸 15,400 円～ 3 万 300 円 平成 7 年（1995 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

お知らせお知らせ
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国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

●
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
21
日
（
火
）
～

6
月
29
日
（
水
）　

※
受
信
有
効

●
第
一
次
試
験
日
／
9
月
4
日
（
日
）

●
試
験
地
／
大
阪
市
な
ど

●
そ
の
他
／
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問

人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　

☎
０
６
‐
4
7
9
6
‐
2
1
9
1

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

●
参
加
対
象
（
家
庭
の
部
）
／
敷
地
の
外

部
か
ら
花
壇
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
（
道
路
な
ど
を
占

有
し
て
い
る
も
の
・
専
門
業
者
に
管
理

委
託
し
て
い
る
も
の
・
専
門
家
を
雇
用

し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
）

※
そ
の
他
「
学
校
の
部
」「
職
場
・
地
域

の
部
」
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
間
／
7
月
29
日（
金
）ま
で（
必

着
）

●
そ
の
他
／
参
加
申
込
書
の
交
付
や
詳
細

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
県
県
民
生
活
課　

☎
0
7
3

‐
4
4
1
‐
2
5
9
8

案 

内

◆
◆
◆

～
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

投
票
区
が
変
更
と
な
り
ま
し
た

●
決
定
日
／
4
月
21
日
（
木
）

●
決
定
内
容

・「
第
5
投
票
区（
投
票
所 

田
殿
小
学
校
」

お
よ
び
「
第
6
投
票
区
（
投
票
所 

田

角
公
民
館
）」
を
統
合
し
、新
た
に
「
第

5
投
票
区
（
投
票
所 

田
殿
小
学
校
）」

と
す
る

※
こ
れ
に
よ
り
第
7
～
28
ま
で
の
投
票
区

が
一
つ
ず
つ
繰
り
上
が
り
、
有
田
川
町

全
体
で
の
投
票
区
は
27
と
な
り
ま
す
。

※
統
合
さ
れ
る
「
第
6
投
票
区
（
投
票
所 

田
角
公
民
館
）」
以
外
の
投
票
区
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
変
更
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
変
更
が
適
用
さ
れ
る
選
挙
／
決
定
日
以

降
に
執
行
さ
れ
る
選
挙

問
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

戦
没
者
遺
族
の
特
別
弔
慰
金
請
求
が

お
済
み
で
な
い
方
へ

●
支
給
対
象
者
／
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
4
月
1
日
に
お
い
て
恩
給
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
遺
族
が
い
な

い
場
合
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者
・
戦
没

者
の
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
で
順
位
の
優

先
す
る
遺
族
1
人
に
支
給

●
支
給
内
容
／
額
面
25
万
円　

5
年
償
還

の
記
名
国
債

●
請
求
期
間
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
3
月
31
日
ま
で

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

「
第
１
回 

福
祉
・
介
護
・
保
育
の

就
職
フ
ェ
ア
わ
か
や
ま
」
を
開
催

求
職
者
と
求
人
事
業
所
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
個
別
面
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

求
職
者
の
方
は
開
催
場
所
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
7
月
2
日
（
土
）
13
時
～
16
時

（
受
け
付
け 

12
時
30
分
～
）

●
開
催
場
所
／
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛 

1
階 

大
ホ
ー
ル
（
和
歌
山
市
）

問
社
会
福
祉
法
人
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議

会 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

☎
0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
2
1
1

お知らせお知らせ
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211「
大
切
な 

水
と
一
緒
に 

暮
ら
す

日
々
」

●
6
月
1
日
～
7
日
は
第
64
回
「
水
道
週

間
」
で
す
。

こ
の
水
道
週
間
は
、
皆
さ
ま
に
水
道
事

業
の
現
状
や
よ
り
質
の
高
い
安
全
で
良
質

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
課
題

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
得
る
た

め
に
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。

ま
た
当
町
で
は
、
災
害
対
策
の
た
め
に

給
水
車
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

●
水
を
大
切
に

私
た
ち
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま

で
、
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
水

が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
な
ど
で

水
が
足
り
な
く
な
る
と
水
の
大
切
さ
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
、そ
れ
が「
水
」で
す
。

水
は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、
限
り
あ

る
貴
重
な
資
源
で
す
。
限
り
あ
る
水
を
大

切
に
使
う
た
め
、
今
一
度
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
の
水
の
使
い
方
を
見
直
し
、
無

駄
な
使
用
を
改
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
々

の
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
水
を
大
切
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

問

水
道
課

文
化
財
保
護
審
議
会

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
調
査
し
、

保
護
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
る
文
化
財
保

護
審
議
会
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
尾
根
敬
子
さ
ん
が
新
た
に

委
員
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
、

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
4
月
1
日

か
ら
2
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

川
岸　

光
司
（
徳
田
）

河
島　

一
昭
（
植
野
）

津
田　

清
文
（
天
満
）

若
宮　

陽
子
（
長
田
）

尾
根　

敬
子
（
糸
野
）

鍛
地　

秀
和
（
西
ケ
峯
）

中
西　

和
彦
（
糸
野
）

吉
松　

敏
隆
（
吉
原
）

今
井　

敏
郎
（
粟
生
）

白
藤　

邦
子
（
杉
野
原
）

杉
澤　

純
次
（
清
水
）

鶴
田　

倫
雄
（
楠
本
）

松
本　

博
光
（
杉
野
原
）

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

第34回

名前の伝え方を紹介します。
自分の名前を手話で表現できるように頑張りましょう！

手話にチャレンジ！「南」「北」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

「南」
右手をにぎり、
頬の近くでうちわで
あおぐように
上下させる。

「北」
両手の親指、人さし指、
中指を立て、交差させ

「北」の文字を表す。

登録はお済みですか？
ありだがわ防災・行政ナビ

防災無線の放送内容やハザードマッ
プ、緊急情報を確認できます。お出か
け先でも有田川町の情報をチェック！

「ライフビジョンアプリ」をインス
トールしてください。無料で利用でき
ます。

広
報
あ
り
だ
が
わ
5
月
号
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

22
頁
「
令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
有
田
川
町
区

長
名
簿
」
内
、
井
谷
区
長
を
「
北
林
祥
治
」
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
北
畑
祥
治
」
で
す
。
こ
こ
に
訂
正

し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせお知らせ

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康相談

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2
□運動教室

（きび保健福祉センター )
【健康推進課】

3
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4 5
□集団健診

（清水保健センター）
【健康推進課】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□令和 4 年度第 2 回
定例会開会日

【議会事務局】

8
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□行政相談所
（二川高齢者福祉センター )
【総務政策室】

9 10
□集団健診

（久野原消防詰所・
安諦地区基幹集落
センター）

【健康推進課】

11
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

13 14
□集団健診

（大谷公民館・水尻公
民館）【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

15
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16
□議会本会議
　（一般質問）

【議会事務局】

17
□議会本会議
　（一般質問）

【議会事務局】
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18 19
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

20 21
□議会本会議

【議会事務局】

22
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
【議会事務局】

23
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

24 25
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

26
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

27
□集団健診

（石垣公民館）
【健康推進課】

28
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29
□集団健診

（下湯川ふるさと村・
三田活性化センター）

【健康推進課】

30
□水道・下水道料金

納期限（納付書）
【水道課・下水道課】

□第 1 期 町県民税
普通徴収 納期限

　【税務課】

7/1
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2 3
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

4 5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□健康相談

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター )
【健康推進課】

8

6月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。
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日
物
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
場
所
は
、
元
は
城
山
東

小
学
校
の
敷
地
で
あ
り
、
小
学
校
が
建
つ
以
前
は
観
音
寺
の
境
内

で
し
た
。
こ
の
場
所
に
庚
申
塔
と
イ
ヌ
マ
キ
の
大
樹
が
あ
り
ま
す
。

庚
申
と
は
「
か
の
え
さ
る
」
あ
る
い
は
「
こ
う
し
ん
」
と
読

み
、
昔
に
使
用
さ
れ
て
い
た
年
や
月
日
を
表
す
十じ
っ
か
ん干
（
甲こ
う

・
乙お
つ

・

丙へ
い

・
丁て
い

な
ど
）
と
十じ
ゅ
う
に
し

二
支
（
子ね

・
丑う
し

・
寅と
ら

な
ど
）
の
組
み
合
わ
せ

の
一
つ
で
す
。
庚
申
信
仰
と
は
、
60
日
に
一
度
巡
っ
て
く
る
庚
申

の
日
の
夜
に
眠
る
と
、
人
間
の
体
内
に
い
る
三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
抜

け
出
し
て
神
に
罪
を
告
げ
、
そ
の
報
告
に
よ
っ
て
寿
命
が
縮
ま
る

と
信
じ
ら
れ
て
き
た
民
間
信
仰

で
す
。

そ
の
た
め
、
庚
申
の
夜
に
は
眠

ら
ず
に
夜
通
し
語
り
明
か
し
て
夜

明
け
を
待
つ
と
い
う
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
庚
申
塔
と
は
、

こ
の
よ
う
な
庚
申
信
仰
に
基
づ
く

も
の
で
、
そ
の
多
く
が
江
戸
時
代

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

日ひ
も
の
が
わ

物
川
地
区
の
庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔
と
イ
ヌ
マ
キ

日
物
川
地
区
の
庚
申
塔
は
、台
座
に
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

天
明
7
年
（
1
7
8
7
年
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
正
面
に
は
、
三
尸
駆
除
の
ご
利
益
が
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
「
青し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
」
が
童
子
を
従
え
、
青
面
金

剛
の
使
い
と
さ
れ
る
「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」
の

3
匹
の
猿
と
と
も
に
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
庚
申
塔
は
、

天
明
年
間
（
1
7
8
2
～
1
7
8
9
年
）
に
連
続
し
て
発
生

し
た
「
天
明
の
大
飢き
き
ん饉
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
最
大
の
飢
饉

の
時
代
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
庚
申
塔
に
は
五
穀
豊
穣
や
無

病
息
災
、悪
疫
退
散
な
ど
を
祈
願
す
る
信
仰
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
物
川
地
区
の
庚
申
塔
に
は
飢
饉
の
収
束
を
願
う
先
人
の
祈
り

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
も
、
閏
年
に
は
日

物
川
地
区
の
庚
申
行
事
と
し
て
、
お
勤
め
や
餅
ま
き
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
庚
申
塔
の
近
く
に
は
イ
ヌ
マ
キ
が
あ
り
ま
す
。
幹
周

が
3
m
を
超
え
る
樹
勢
旺
盛
な
大
樹
で
、
町
の
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。庚申塔（高さ 98㎝）

イヌマキ

そ
の
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